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平
成
28
年
の
初
春
に
あ
た
り
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
か
か
わ
る
役
職
員
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
5
月
、　

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務

所
が
、
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
が
決
ま
り
、
行
政
財
産

の
使
用
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
安
曇
野
市
長
を
は
じ
め
、
関
係

各
位
の
ご
尽
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
政
治
的
・
経
済
的
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

安
全
保
障
関
係
や
中
国
経
済
の
減
速
に
よ
る
我
が
国
経
済
へ
の

影
響
等
で
あ
り
ま
す
。
又
、
関
東
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨

に
よ
り
河
川
が
決
壊
し
、家
が
流
さ
れ
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
安
全
・
適
正
就
業
の
深
度
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」「
怪
我
を
し

な
い
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
挨
拶
と

し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

佐 

々 

木　

胤 

明
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4
月
か
ら
10
月
の
事
業
実
績
は
、
輸

出
関
連
企
業
の
好
調
な
実
績
に
比
べ
、

中
小
企
業
の
業
績
低
迷
や
個
人
消
費
の

落
ち
込
み
等
も
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
統
合
10
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
り
、
安
全
対
策
や
就
業

開
拓
に
加
え
、
記
念
講
演
や
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
等
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
作

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
契
約
金
額
は

3
億
７
６
９
５
万
円
で
、
前
年
度
比
９

２
２
万
円
の
減
で
す
。
部
門
別
に
見
ま

す
と
、
受
注
件
数
は
前
年
度
比
１
８
１

件
（
4.7
％
）
の
減
で
す
。
公
共
は
前
年

度
比
1.2
％
の
減
、
民
間
事
業
所
は
前
年

度
比
3.2
％
の
減
、
一
般
家
庭
は
前
年
度

比
0.9
％
の
減
で
し
た
。

下
期
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
地

域
ニ
ー
ズ
対
応
事
業
や
派
遣
事
業
等
、

就
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
や
会
員

の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
17
年
に
5
町
村

の
合
併
に
よ
る
安
曇
野
市
誕
生
に
伴

い
、
明
科
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
た
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

10
年
一
昔
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
当
時

の
会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
の
基
に
現
在

の
シ
ル
バ
ー
事
業
実
績
向
上
が
あ
る
訳

で
あ
り
、
諸
先
輩
の
方
々
に
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
入
会
し
て
、
ま
だ
10
年
に
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
人
材
セ
ン
タ
ー
の

理
事
・
会
員
と
し
て
活
動
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
中
、
会
社
を
定
年
で
辞
め
ら
れ

た
方
々
は
、自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
、

技
能
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

高
齢
者
の
働
き
手
が
益
々
必
要
と
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
、
自

立
、
共
働
、
共
助
」
の
も
と
、
健
康
で

安
全
就
労
の
で
き
る
こ
と
は
幸
せ
で
あ

る
と
共
に
、
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
と
考
え
ま
す
。

又
、
自
己
研
鑽
と
し
て
各
地
区
毎
に

サ
ー
ク
ル
活
動
が
あ
り
、
会
員
は
作
業

以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
も
歌
は
へ
た
で
す
が
、
飲
む
こ
と

が
好
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
お
り
、
2
ヶ
月
に

一
回
位
、
お
酒
を
た
し
な
み
な
が
ら
、

ド
ラ
声
を
発
声
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会
と
し
ま
し

て
も
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
、
旅
行
等
の
行
事
を
し
て

お
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
参
加
を
期
待

し
ま
す
。

皆
様
方
の
活
躍
で
更
に
20
周
年
を
目

指
し
、
会
報
の
発
行
の
継
続
と
、
会
員

皆
様
方
の
健
康
で
働
け
る
喜
び
の
あ

る
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
、
今
後
益
々

必
要
と
な
っ
て
く
る
人
材
セ
ン
タ
ー
の

働
き
を
私
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ

せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
佐
々

木
理
事
長
を
は
じ
め
安
曇
野
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
職
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
、
毎
年
多
く
の
依

頼
が
市
民
や
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
へ

の
期
待
と
信
頼
の
表
れ
で
あ
り
、
卓

越
し
た
技
能
を
地
域
社
会
に
活
か
す

た
め
の
取
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日

に
お
い
て
、
そ
の
活
動
は
、
就
業
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
や
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
や
社
会
参
加
の
促
進
等
、

高
齢
者
社
会
を
支
え
る
中
核
的
な
組

織
と
し
て
、
担
っ
て
い
た
だ
く
役
割

は
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

一
部
景
気
に
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
と
は
い
え
、
地
域
経
済
や
雇

用
情
勢
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

で
す
。
多
様
化
す
る
就
業
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
推
進
に
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
、
今
後
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
平
成

28
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健

や
か
で
実
り
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今年も、親切・丁寧の仕事で
　　信頼を高めましょう
みんなで、安全確認　事故ゼロを
　　目指しましょう

区　　分 本　年　度 前　年　度 前年比
会員数 910 人 930 人 97.8%

就業延日人員 76,235 人 75,510 人 101.0%
就業率 92.60% 92.50%

受注件数 3,632 件 3,813 件 95.3%
公共 6,344 万円 6,423 万円 98.8%

民間事業所 22,884 万円 23,649 万円 96.8%
一般家庭 8,467 万円 8,545 万円 99.1%

計 37,695 万円 38,617 万円 97.6%

● 4 月～ 10 月　事業実績 ●契約金額の推移グラフ（単位：万円）

●契約金額の推移
月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 計

本年度 4,669 5,572 5,862 5,683 5,179 4,957 5,773 37,695 
前年度 4,274 5,599 6,119 6,065 5,143 5,607 5,810 38,617 
前年比 109.2 99.5 95.8 93.7 100.7 88.4 99.4 97.6 

（単位：万円　前年比％）
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当
セ
ン
タ
ー
で
加
入
し
て
い
る
賠

償
保
険
に
は
、
免
責
額
（
自
己

負
担
）
が
2
万
円
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
か
ら
従
来
の
1
万
円

か
ら
2
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
就
業
中
に
損
害
賠
償
事

故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
弁
償
金
額
が

2
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、2
万
円
は
、

会
員
が
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
2
万
円
を
超
え
た
額
を
シ
ル
バ
ー

保
険
で
対
応
し
ま
す
。
従
っ
て
、
2
万

円
以
下
の
場
合
は
、
全
額
会
員
の
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、就
業
中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、

セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の
間
に
は
、
雇
用

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
労
災
保
険

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、
早
め

に
シ
ル
バ
ー
事
務
所
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
、
就
業
中
に
指
揮
命

令
を
伴
い
、
請
負
・
委
任
に
よ

る
就
業
に
適
さ
な
い
業
務
は
、
発
注
者

の
理
解
を
得
て
、
派
遣
事
業
へ
の
切
り

替
え
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
で
も
、
運
転
業
務
か
ら
派
遣
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
適
正
就
業
推
進
の
観
点

か
ら
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
普
及

啓
発
促
進
月
間
の
10
月
に
、
5
地
域
ご

と
公
共
施
設
に
お
い
て
、
除
草
・
剪
定
・

清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
活
動
内
容
を
市
民
の
皆

様
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
重
要

な
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
、
会
員
の
義
務
と
し
て
、
全
員

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
7

月
13
日
か
ら
17
日
に
5
地
域
ご

と
に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
委
員
会
で
の
提
言

を
基
に
「
抜
き
打
ち
」
で
、
事
故
の
多

い
草
刈
り
・
剪
定
現
場
を
中
心
に
安
全

委
員
・
地
区
長
等
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま

し
た
。
各
現
場
を
点
検
し
た
結
果
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
保
護
メ
ガ
ネ
の
使

用
、
安
全
帯
の
使
用
な
ど
、
安
全
就
業

に
努
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
部
の
現
場
で
は
、「
作

業
中
」
の
看
板
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

多
発
し
て
い
る
刈
払
機
に
よ
る
飛
石

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
草
刈
り
作
業

に
就
業
す
る
会
員
は
、
刃
や
安
全
カ
バ

ー
な
ど
の
器
具
の
点
検
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
作
業
中
は
「
飛
石
防
止
ネ

ッ
ト
」
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

就
業
現
場
へ
の
行
き
帰
り
で
の
交

通
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
上
半
期
に
、
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
傷
害
事
故
3
件
、
交
通
事
故

2
件
、賠
償
事
故
4
件
の
合
計
9
件
が
、

発
生
し
ま
し
た
。
多
く
の
事
故
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断
か
ら
、
発

生
し
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
初
心
に
帰

り
安
全
就
業
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
郷
中
学
校
生
徒
に
よ
る
職
場
体
験

が
、
8
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
行
わ

れ
、
小
林
錬
君
と
村
松
卓
弥
君
の
2
人

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

職
場
体
験
は
、
将
来
の
進
路
選
択
や

学
校
生
活
の
一
助
と
す
る
べ
く
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で

の
受
け
入
れ
は
初
め
て
で
す
。
1
日
目

は
草
刈
等
の
現
場
作
業
を
、
2
日
目
は

パ
ソ
コ
ン
事
務
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
特
に
現
場
作
業
に
つ
い
て
、
高

齢
の
方
の
一
生
懸
命
な
作
業
姿
勢
に
特

別
な
印
象
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

～
統
合
10
周
年
を
記
念
し
て
～

全
会
員
を
対
象
と
し
た
「
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
9
月
30
日
、
豊
科
の

水
辺
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
ノ
ー
ス

18
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
風
が
吹
き
少
し
肌

寒
い
天
気
で
し
た
が
、
男
性
57
人
、
女

性
9
人
の
計
66
人
の
会
員
が
参
加
し
、

4
人
ず
つ
の
17
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
男
性
の
部

優　

勝　

金
子　

忠
光
（
豊
科
）

準
優
勝　

原　
　
　

昶
（
穂
高
）

3　

位　

佐
野　

幸
一
（
穂
高
）

◇
女
性
の
部

優　

勝　

山
口　

常
子
（
穂
高
）

準
優
勝　

柳
谷　

節
子
（
豊
科
）

3　

位　

柳
澤　

永
子
（
穂
高
）

安
全
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！　

本
年
度
は
「
抜
き
打
ち
で
」
！

安全は
全てに

優先する

就
業
中
の
事
故
多
発　
　

　

安
全
就
業
の
徹
底
を
！

 

賠
償
保
険
に
つ
い
て

   

２
万
円
以
下
は
会
員
負
担

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始

剪定作業を点検する安全委員

項　　目 請負・委任による就業 シルバー派遣事業

就業形態 臨時的・短期的・軽易
な業務 請負・委任に同じ

契約当事者 （公社）安曇野シルバー
人材センター

（公社）長野県シルバー
人材センター連合会

雇用関係 無し 県シ連合会と有り

発注者の指揮命令 受けない 受ける

事故の適用保険 シルバー保険 労災保険

会員の報酬 配分金（雑所得） 賃金（給与所得）

請負・委任による就業とシルバー派遣事業との比較表

ボランティア活動の各地域の実施状況

各
地
域
で　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

地域 実施日 実施場所 参加人数

豊科 10 月 2 日 こども病院 　 32 人

穂高 10 月 21 日 安曇寮 　 24 人

三郷 10 月 1 日 福祉センター 　 45 人

堀金 10 月 10 日 保健センター 　 31 人

明科 10 月 9 日 龍門渕公園 　 35 人

合計 5 箇所 　167 人

中
学
生
職
場
体
験
行
わ
れ
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

マレットゴルフ開会式

芸能大会出場者募集と
観覧のお誘いについて
1月 25日午後 1時から、統合 10

周年記念「芸能大会」を豊科ふ

れあいホールで開催します。

詳しくは別添のチラシをご覧く

ださい。大勢の皆様に観覧して

いただきたくお知らせします。

明科地域でボランティア活動する会員
（龍門渕公園）

集草作業体験（豊科駅前ローターリー）
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今
年
の
理
事・監
事
の
視
察
研
修
は
、

岡
谷
下
諏
訪
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

諏
訪
瑚
畔
の
静
か
な
環
境
の
中
の
多

目
的
施
設
「
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
」
の
一
角

を
借
り
受
け
て
、
ど
っ
し
り
と
し
た
雰

囲
気
の
中
に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
年
で
設
立
30
年
の
節
目
を
迎
え
、

先
般
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
っ
た
そ
う

で
す
。
組
織
と
し
て
い
く
つ
か
の
課
題

を
抱
え
な
が
ら
も
、
今
後
更
に
充
実
し

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発

展
し
て
い
く
決
意
、
と
理
事
長
が
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
か
ら
高
速
に
乗
っ
て
一
時

間
弱
と
近
い
こ
と
も
あ
り
、
先

方
の
親
切
な
対
応
に
以
前
か
ら
友
好
関

係
に
あ
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気

分
に
な
り
、
和
や
か
な
う
ち
に
話
し
合

い
、
研
修
が
進
行
し
ま
し
た
。

規
模
的
に
は
、
会
員
数
・
契
約
額
共

に
安
曇
野
の
半
分
強
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
。
役
員
構
成
・
事
務
局
体
制
も

安
曇
野
と
ほ
ぼ
同
等
で
し
た
。
ど
こ
も

同
じ
で
す
が
、
運
営
上
一
番
大
切
な
安

全
面
で
の
取
り
組
み
に
並
々
な
ら
ぬ
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。
安
全
委
員
会
委
員

郡
鳩
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役

職
員
の
皆
さ
ん
15
人
が
、
視
察
の
た
め

来
所
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
全
般
に
渡
り

熱
い
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
の
配
分
金
支
払
証
明
書
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
1
年
間
（
1
月
振
込
～
12

月
振
込
ま
で
）
の
配
分
金
支
払
証
明
書

を
、
1
月
13
日
頃
圧
着
ハ
ガ
キ
で
ご
自

宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

1
月
分
は
2
月
19
日
（
金
）

2
月
分
は
3
月
18
日
（
金
）

3
月
分
は
4
月
20
日
（
水
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
金
）

5
月
分
は
6
月
20
日
（
月
）

6
月
分
は
7
月
20
日
（
水
）

の
活
動
、
安
全
就
業
の
取
り
組
み
は
安

曇
野
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
・

再
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
個
人
指
導
に
も

厳
し
く
対
応
し
、
時
に
就
業
停
止
も
考

え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
安
全
を
含
め

た
教
育
・
講
習
会
等
は
安
曇
野
と
ほ
ぼ

同
じ
。
ま
た
厚
生
事
業
も
会
員
の
一
泊

旅
行
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
等
安
曇

野
と
同
じ
で
し
た
。少
し
違
っ
た
の
は
、

独
自
事
業
と
し
て
刃
物
研
ぎ
・
手
描
き

友
禅
・
焼
き
物
等
が
あ
っ
て
、
展
示
販

売
も
す
る
そ
う
で
す
。
課
題
の
一
つ
と

し
て
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少
、
特

に
剪
定
・
草
刈
・
除
草
に
つ
い
て
は
顕

著
で
深
刻
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
体
的
に
実
の
あ
る
大
変
良
い
研

修
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
鳩
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
役
員
視
察
来
所

　

平
成
27
年
11
月
20
日
、
埼
玉
県
比
企

役
員
の
視
察
研
修
に
参
加
し
て

配
分
金
の
振
込
日

理
事　

浅
川　

泰
通

平
成
28
年
の
穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
、
希

望
に
満
ち
た
皆
様
の
益
々
の
活
躍
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
誰
で
も
本
年
の
目
標
と
計

画
を
立
て
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
健

康
で
過
ご
し
、
就
業
時
は
事
故
の
な
い
よ
う

に
願
う
と
思
い
ま
す
が
、
実
行
す
る
に
は
大

変
で
す
。
若
い
と
き
と
違
い
、
時
計
の
針
が

早
く
回
る
よ
う
な
何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
代

と
な
り
、
体
力
低
下
も
著
し
い
で
す
。

で
は
健
康
を
維
持
す
る
に
は
、
自
分
に

合
っ
た
運
動
等
の
生
き
が
い
を
選
び
日
常
生

活
の
中
で
、
心
身
と
も
に
鍛
錬
を
行
う
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
又
就
業
時
の
事
故
を
回
避

す
る
に
は
、
自
ら
安
全
を
意
識
し
て
自
分
の

身
は
自
分
で
守
り
、
仲
間
同
士
で
危
険
行
為

を
指
摘
し
合
う
信
頼
関
係
を
築
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
「
全
会
員
一
心
安
全
奉
仕
」
の

精
神
で
、
次
の
会
報
53
号
で
は
安
全
啓
発
の

頁
が
不
要
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。昨

年
は
統
合
10
周
年
を
記
念
し
て
、
講
演

会
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
年
1
月
25
日
に
は
芸
能
大
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
仲
間

づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
会
員
の
紹
介

と
就
業
開
拓
へ
と
進
め
て
、
シ
ル
バ
ー
の
基

盤
強
化
へ
と
邁
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

浅
川
泰
通　

小
林
義
明　

嶋
﨑
紘
次

編
集
後
記

岡谷下諏訪広域ＳＣ研修

鳩山町 SC 研修


